
　
大
阪
教
区
内
は
、
各
別
院
を
は
じ
め
多
く
の
お
寺
が
報
恩
講
を
お
迎
え
し

て
い
ま
す
。
当
別
院
で
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
過
日
報
恩
講
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
ご
参
拝
の
御
門
徒
が
喜
ん
で
聴
聞
さ
れ
て
お
ら
れ

た
お
姿
に
、あ
ら
た
め
て
頭
が
下
が
り
ま
す
。ま
た
、宿
願
で
あ
り
ま
し
た「
報

徳
会
」
に
は
音
楽
法
要
が
営
ま
れ
、
御
堂
一
杯
に
仏
教
讃
歌
が
響
き
渡
り
如

来
さ
ま
の
お
浄
土
が
荘
厳
さ
れ
た
こ
と
に
、
感
無
量
で
し
た
。
報
恩
講
円
成

に
あ
た
り
、
御
本
山
か
ら
の
御
参
向
を
は
じ
め
、
参
勤
法
中
並
び
に
関
係
各

位
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
季
節
は
晩
秋
へ
と
移
り
紅
葉
の
名
所
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
多
く
の
人
出
が
予
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
が
以
前
「
総

会
所
」
教
導
（
今
は
本
廟
教
化
教
導
）
を
拝
命
さ
れ
て
い
た
時
、
特
に
11
月

の
土
・
日
に
は
、
本
廟
収
骨
に
来
ら
れ
る
方
が
沢
山
お
ら
れ
た
。
時
に
は
あ

の
広
い
阿
弥
陀
堂
一
杯
に
な
る
中
で
本
廟
法
話
を
し
た
こ
と
が
数
度
あ
っ

た
。
担
当
職
員
の
方
に
、「
な
ぜ
こ
の
時
期
、
収
骨
者
の
方
が
多
い
の
で
す

か
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
や
は
り
京
都
の
紅
葉
名
所
見
物
を
兼
ね
て
お
れ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。」
と
答
え
て
お
ら
れ
た
。
亡
く
な
っ
た
人
の
収
骨
も
大
事
だ

け
ど
、
御
本
山
に
行
く
な
ら
、
癒
し
を
兼
ね
た
紅
葉
の
時
期
が
い
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
満
堂
に
な
る
よ
う
な
参
拝
者
の
光
景
が
な
く
な
っ

た
と
聞
く
。
今
日
の
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
社
会
の
ひ
ず
み
の
一
つ

に
、
ま
す
ま
す
孤
立
す
る
人
、
孤
独
な
人
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
先
の
見

え
な
い
こ
と
か
ら
生
き
て
い
る
こ
と
の
不
安
や
、
苦
悩
に
さ
い
な
ま
れ
続
け

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
悲
し
い
こ
と
だ
が
自
分
の
事
だ
け
に

精
一
杯
に
な
り
、周
り
の
人
々
に
ま
で
目
が
向
け
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

ま
し
て
や
亡
く
な
っ
て
逝
か
れ
た
身
近
な
人
々
の
こ
と
ま
で
。

　
し
た
が
っ
て
、
葬
儀
も
直
葬
化
し
、
先
達
の
方
が
大
事
に
し
て
お
ら
れ
た

月
参
り
、
年
忌
法
要
も
廃
止
。

　
亡
き
人
の
遺
骨
を
い
だ
い
て
御
堂
一
杯
の
参
拝
者
と
は
言
え
な
い
に
し
て

も
、
今
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
　
人
と
生
ま
れ

た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
私
に
目
を

覚
ま
し
て
、
標
挙
の
ご
と
く
自
分
が
何
と
愚
か
な
者
で
あ
っ
た
か
を
忘
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　　
　
　
　
　
人
と
生
ま
れ
た
悲
し
み
を
知
ら
な
い
も
の
は

　
　
　
　
　
人
と
生
ま
れ
た
喜
び
を
知
ら
な
い
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
大
栄

　　
こ
の
詩
が
、
私
の
な
か
に
深
く
突
き
さ
さ
っ
て
く
る
。
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11
月
は
親
鸞
聖
人
の
御
祥
月
で
す
。
親
鸞
聖
人

は
感
謝
で
は
な
く
報
謝
せ
よ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
報
謝
と
は
感
謝
（
あ
り
が
と
う
）
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
当
は
、
恩
に

対
し
て
感
謝
し
行
動
を
伴
う
の
が
報
謝
の
意
味
で

す
。

　
法
座
の
後
に
歌
う
こ
と
が
多
い
「
恩
徳
讃
」
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
感
謝
の
意
味
だ
け
で
報

謝
の
意
味
を
わ
か
ら
ず
に
歌
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
の
御
祥
月
は
、
報
謝
の
意
味
を
も
う
一
度

考
え
て
お
勤
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　（

I
）

編
集
後
記

　   

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

４

　
　
親
鸞
さ
ま
に
遇
い
に
行
き
ま
し
ょ
う

　
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
は
来
る
11
月

21
日
（
月
）
か
ら
28
日
（
月
）
に
か
け
て
「
御

正
忌
報
恩
講
」
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。

　
別
院
門
徒
会
と
し
て
、
団
体
参
拝
を
左
記

の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
。
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
記
　

日   

程
　
11
月
26
日(

土)

午
前
８
時
出
発

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂

参
加
費
　
１
人
５
０
０
０
円

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
同
封
の
ご
案
内

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

寺町という歴史ある地域に

根ざした老舗葬儀社

（株）天 満 花 重

〒 530-0041
大阪市北区天神橋 3-4-6
電話　(06)-6351-3875
FAX   (06)-6351-6260

　　
　
　

　５日　同朋の会（八尾別院報恩講団体参拝予定）
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経  　 （１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　  　　 （８時）　
２４日　すす払い同朋の会　　　　（９時３０分）
２７日　宗祖聖人御命日御逮夜　 　  　（１４時）
２８日   宗祖聖人御命日　兼日中 　  　　（８時）
　　　　　法話：輪番　武宮 信勝
３１日　歳末昏時勤行　　　　　　　   （１５時）

おあさじに
3 3 3 3 3

お参りしましょう！！
毎朝７：４５分〜８：３０頃まで
※土、日は職員による感話があります。
一人でも多くのご参拝をと、願い続けて
います。

腹
立
た
ば

　
鏡
を
出
し
て

　
　
　
　
顔
を
見
よ

鬼
の
姿
が

　
　
徒た
だ
で

　
　
　
見
ら
れ
る

　
　
　
　
―
吉
崎
御
坊
―

１１月 １２月

  

変
わ
り
ゆ
く
時
代
社
会
の
中
で

変
わ
り
ゆ
く
時
代
社
会
の
中
で
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
武
宮
　
信
勝

武
宮
　
信
勝

　　４日　逹如上人御祥月御命日　　   　　（８時）　　
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経   　（１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　   　　（８時）
　　　　秋の文化講演会　　　　　　　
　　　　　　桂 坊枝 師　　　　　　　 （１４時）
２４日　顕如上人御祥月御命日　　   　　（８時）
　　　　定例法話　　　　　   　（１３時３０分）
　　　　　王

お く お か
来王家 純也師（三重員弁組 通念寺）

　　　　　「よろこびて、ほめたてまつる」
２６日　本山御正忌団体参拝　　　　（8 時出発）
２７日　宗祖聖人御正忌御逮夜　　  　 （１４時）
２８日　宗祖聖人御正忌晨朝  　　   　　 （８時）
　　　　宗祖聖人御正忌日中        　　 
　　　　　法話：輪番　武宮 信勝　　　（１０時）



御参向結願日中（ご満座）　お勤め御参向結願日中（ご満座）　お勤め

ちいちの華による立花様子ちいちの華による立花様子

音楽法要　合唱団　みのりの歌声に乗せて音楽法要　合唱団　みのりの歌声に乗せて

青年部会員による　練り出し青年部会員による　練り出し
（御伝鈔を運んでいる様子）（御伝鈔を運んでいる様子）

沼　秋香 先生によるご法話沼　秋香 先生によるご法話
講題「願生浄土」講題「願生浄土」

『御伝鈔』拝読〜今年は下巻〜『御伝鈔』拝読〜今年は下巻〜

　　武宮輪番宿願の音楽法要　勤修武宮輪番宿願の音楽法要　勤修

　
天
満
別
院
　
秋
の
文
化
講
演
会

　
天
満
別
院
講
堂
に
て
左
記
の
通
り
文

化
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
本
来
新
年
会
で
予
定
さ
れ
て
い
た
落

語
家
の
桂 

坊
枝 

師
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
。

　
参
加
定
数
は
、
70
名
と
な
り
ま
す
の

で
、
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

日
時
　
11
月
13
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

場
所
　
天
満
別
院
　
同
朋
会
館
　
講
堂

参
加
人
数
　
先
着
70
名
以
内

会
費
　
無
料
（
全
席
自
由
）

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
同
封
の
ご

案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

　
臨
時
院
議
会
　
報
告

　
別
院
で
は
、
二
ヵ
年
に
わ
た
り
中
・

長
期
事
業
検
討
委
員
会
を
重
ね
て
来
ま

し
た
。
こ
の
度
、
中
間
報
告
書
を
受
け

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
去
る
10
月
11
日

（
火
）、
天
満
別
院
臨
時
院
議
会
が
開
催

さ
れ
、
左
記
の
通
り
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
記

・
中
・
長
期
事
業
検
討
委
員
会
中
間
報

告
に
つ
い
て

・
駐
車
場
運
営
管
理
委
託
契
約
書
の
解

除
（
タ
イ
ム
ズ
）
に
つ
い
て

・
事
業
用
借
地
権
設
定
契
約
の
締
結
に

向
け
た
業
者
選
定
の
件
に
つ
い
て

・
今
後
の
予
定
（
案
）
に
つ
い
て

・
そ
の
他
（
報
告
事
項
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
全
議
案
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら

せ
を
送
付
致
し
ま
す
。
　

桂　坊枝　師 報恩講　１０月３・４・５日報恩講　１０月３・４・５日

多くの方に参拝していただきました多くの方に参拝していただきました

　　　　　　　　　　　　（報恩講特集）（報恩講特集）
　如来大悲の恩徳は、　　　 師主知識の恩徳も　如来大悲の恩徳は、　　　 師主知識の恩徳も
　身を粉にしても報ずべし、　骨を砕きても謝すべし。　身を粉にしても報ずべし、　骨を砕きても謝すべし。


